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　数十億年前の現象を再現するオンネトー湯の滝マンガン酸化物生成地。平成12年に
国の天然記念物に指定されて以来，その重要性がひろく知られるようになりました。

　湯の滝は，昭和50年代から露天風呂として利用されていました。町としても温泉を楽

しむ方向で整備の検討を始めました。ところが，滝の斜面で複数の微生物によるマンガ

ン鉱物生成現象が確認され，平成に入って，北海道大学や通産省（当時）の研究者から，

入浴利用をやめて滝にいる微生物の活動を保護するように訴えがありました。

　町では，環境省など関係機関と相談し，保護対策を講じることにしました。２条ある滝

のうち，露天風呂として使われていた「右滝」は完全に保護し，かわりに，入浴も楽しめる

ように代替の湯たまりを設け，「左滝」からお湯を引くことにしました。第1段階の保護施

策は平成７年にできあがりました。

　天然記念物指定にあたって，文化庁と協議した結果，湯の滝は全面的に保護すること
に方針を変更しました。代替湯だまりの使用はやめることとなり一部撤去しました。
　当面の課題は，滝の下に棲む外来魚ティ

ラピアです。昭和60年ころに放流されたと

いわれています。ティラピアは植物や藻を

食べるため，じゅうたんのように層をつくっ

て滝の斜面にいる微生物にとってたいへん

危険な存在なのです。天然記念物の指定

以来，毎年のように駆除作業を続けていま

す。今年も１０月２９・３０日に，環境省の

要請した専門家も参加して本格的な駆除
作業をおこないます。
　木々が色づく季節。オンネト―紅葉狩り

の折りにでも立ち寄ってみませんか？

　紅葉は目で狩る，魚は泪で駆る。
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湯の滝（右滝）



  1日　下音更小学校のみなさん
  4日　音別中学校PTAのみなさん
10日　旭町ふれあいくらぶで講話（館長）
　　　足寄青色申告会で講話（館長）
15日　新得やすらぎ荘のみなさん

　開館以来10年間，足寄動物化石博物館はなにをしてきたのか，連載しています。

　「研究報告」は，博物館が収蔵する資料の意味や研究成果を世界に広める重要な活動で
す。この 10 年間は，茂螺湾産出の「歯のあるヒゲクジラ」をベースに，現生ヒゲクジラ
の胎児の解剖などをおこない，ヒゲクジラの特徴である「クジラヒゲがどのように出現し
たか」の解明に多角的に取り組んできました。
○クジラヒゲについて研究報告
　　開館の翌年からクリーニングに取り組ん
　だAMP14（当館の標本番号）は，2000 年
　になってモラワノケトゥスの新しい標本だ
　ということが判りました。ギザギザの突起
　がつらなる臼歯の列（写真）の内側には血
　管がとおる小さい穴がたくさん並んでおり，
　そこにはクジラヒゲがはえていた可能性がでてきました。それを証明するために，ほか
　の動物との比較，南極海の調査捕鯨で得られたミンククジラの胎児の解剖などをすすめ，
　国内の６学会と４つの国際学会で，研究の進展状況を報告してきました。
　　いままでは，クジラヒゲは家畜などの口の天井にある洗濯板のようなヒダ（横口蓋
　ヒダ）が長く伸びたものだ，と考えられてきました。しかし，足寄の研究の結果，クジ
　ラヒゲは，臼歯のすぐ内側の歯肉（歯茎）の粘膜が変化してできたものだということが
　わかりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　この研究の過程では，帯広畜産大学の協力を得
　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，クジラ胎児の CT撮影（コンピューター断層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影）をおこないました（写真）。米国スミソニア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン博物館の研究者によるとヒゲクジラのCT撮影は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界初だそうで，足寄産の化石とあわせて注目を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　集めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　    おなじみのクジラのヒゲ＝ヒゲクジラが発明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　したヒゲ。このクジラヒゲの起源についての学説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を茂螺湾のクジラが書き直すことになりそうです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いままでの学会発表の要点を，7 月発行の足寄動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 物化石博物館紀要第 5 号にまとめました。

５　この10年にひろめたこと（２）

21～　足寄小学校のみなさん
 22日　展示見学・地層見学・化石探し
23～　北海道博物館協会ミュージアム
 24日　マネージメント研修会（苫前町）

AMP14（モラワノケトゥス）の臼歯の列

ミンククジラ胎児頭部のCT写真


